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試験概要        ■ 試験日        平成 22 年 2 月 17 日～28 日  ※検体の到着日は 15 日。試験日までの間は、10℃以下で冷蔵保存。    ■ 試験場所      財団法人 日本食品分析センター 彩都研究所内  ■ 目的         レジオネラ菌に対して、ESS で生成された酸性電解水が、殺菌効果を有するのか               測る為。           ■ 試験条件       ハンディ pH メーター D-53S （㈱堀場製作所製）                      高濃度有効塩素濃度計 RC-2Z （笠原理化工業㈱製） ■ 検体          酸性電解水 【pH 2.80  有効塩素濃度 43ppm】 ■ 試験菌       レジオネラ菌  ■ 試験方法        検体に菌液を接種し、試験液として 5 分後に生菌数を測定する。対照として、精製水を用いて、 接種開始時と 5 分後の生菌数を測定する。  ■ 結果      酸性電解水に菌液を接種 5 分後、レジオネラ菌は検出限界以下になった。比較対照として 用いた精製水は 5 分後多少の増減が見られた。※添付資料参照   ■ 考察  酸性電解水は、レジオネラ菌に対しての殺菌効果が認められた。また同様の種（グラム陰 性桿菌※大腸菌やサルモネラ菌など食中毒菌多数）にも同様の効果が見込めるものと考える。     ■ 補足 レジオネラ菌             （特徴）            2～5μm 位の好気性グラム陰性の桿菌（※棒状もしくは円筒状の形状）で、一本以上の鞭毛を持っ ている。環境中では幅広く存在しており、主に沼や河川、土壌に生存していて、自然環境中の常 在菌の一種として知られる。アメーバ－などの原生生物に寄生したり、藻類と共生したりしている。             人の生活する環境においても、大量の水を貯めて利用する場所でレジオネラが繁殖する場合が            よく知られている。空調設備に用いる循環水や入浴施設においてよく見られ、これらの水を利用 する際に発生する微小な水滴を介して人に感染する。レジオネラ自体の病原性は低く、感染力は ほとんど無い。ただ高齢者等抵抗力の少ない人々にとって、レジオネラを含んだ水滴を吸入すると、 肺胞に到達し、マクロファージ（※免疫力を保つ細胞、白血球の一つ）に感染することによって発病する。  レジオネラ菌は、50℃のお湯の中でも死滅せず、よどんだ水の中で増殖するので、加湿器、給湯 設備、循環式浴槽、人工の滝や噴水などが感染源になることがあり、特に昨今の温泉施設におい ても深刻な問題となっている。 【Wikipedia 参照】                         
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